
【  晴海線（晴海～豊洲）の概要】 
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路 線 名 ：   高速１０号晴海線 

開通区間 ： 晴海出入口（中央区晴海二丁目）から豊洲出入口（江東区豊洲六丁目）まで 

延  長 ： 約１．２ｋｍ 

出 入 口 ： 晴海（はるみ）出入口 

写真① 

写真② 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 

写真⑥ 

晴海～豊洲間（１．２km）  2018 年 3 月 10 日(土) 16 時開通 豊洲～東雲 JCT 間（１．５km）  2009 年 2 月開通済 



 

 

 

 

 

    

※2018 年 1 月下旬 撮影 
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③ ゆりかもめ交差部付近 

① 晴海出入口部付近 ② 晴海運河 渡河部付近 

④ 東雲運河 渡河部付近 

⑥ 豊洲出入口接続部付近 ⑤ 晴海料金所付近 



【  晴海線（晴海～豊洲）開通の整備効果】 

１．晴海地区全体の混雑緩和に寄与 

  晴海線（晴海～豊洲）に交通が転換することにより、並行する有明通りや晴海通りの

朝晩の混雑緩和が見込まれます。これにより、晴海地区全体の混雑緩和に寄与するものと

期待されます。また、開通区間を利用することによる時間短縮も見込まれます。 
 

■ 晴海地区の交通状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開通区間を利用することによる所要時間の短縮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※開通前は豊洲出入口と有明通りを利用 

     データ：平成 27 年度 全国道路・街路交通情勢調査 混雑時の旅行速度データより算出 

※未開通区間、全国道路・街路交通情勢調査対象外区間は、規制速度より算出    
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２．臨海部の防災機能を強化 

  晴海線（晴海～豊洲）の開通により、晴海・勝どき・月島・佃・豊海地区内の緊急輸

送道路と、「第一次緊急輸送道路」に指定されている既設の首都高ネットワークが直結し、

災害発生時における救命活動や物資輸送に重要な役割を果たすことが期待されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      出展：東京都建設局「緊急輸送道路ネットワーク図」（2017 年 4 月）より作成 

 

※第一次緊急輸送道路とは 

 避難・救助・物資供給等の応急活動のために、災害直後から緊急車両の通行を確保すべき重要

な路線を「緊急輸送道路」と呼び、第一次～第三次まで設定されています。このうち、応急対策

の中枢を担う都本庁舎、立川地域防災センター、重要港湾、空港等を連絡する路線が第一次緊急

輸送道路で、首都高速道路もこれにあたります。 



３． 湾岸線と都心をつなぐルートがさらに強化 

 晴海線は、晴海出入口で晴海通りと接続します。これに伴い、  湾岸線と都心をつ

なぐルートである  深川線、 台場線に加えて、  晴海線が第３のルートとしてさら

に強化されます。また、事故や災害による突発的な通行止め発生時のう回や、渋滞など

の交通状況に合わせたルート選択が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【バス事業者からの声】 

 羽田空港や成田空港と都心を結ぶ路線は、現状では主に  深川線、  台場線を利用して

いますが、交通状況によっては、一般道路の晴海通りを利用することもあります。  晴海線

が延伸すると、晴海通り利用ルートの時間短縮が見込まれ、都心へ向かう際のルート選択の

幅が広がります。 

 また、晴海出入口の新設により、都心部へのアクセスの選択肢が増えるため、停留所を回

る順番を見直すことも検討していきたいと思います。 

晴海線が都心への 

第３のルートとして機能強化 

都心環状線 

湾岸線 

深川線 

台場線 
晴海線 

羽田線 

新宿線 

渋谷線 

目黒線 




